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 左の図を準備する。 左の図を準備する。



 操作パネル「スタイル」の「補助線」を選ぶ。
 ”角度線”を選択し、クランクシャフト中心水平線
を「基準線」と指定する。

 基準線に対する「相対角度」を１５°とし、クランク
シャフト中心を「基準点」とする。

 クランクピン中心（大端部中心）の軌跡円（Ａ）を
跨ぐ形で「始点」と「終点」を指定すると、円（Ａ）に
直交する線が描かれる。

 この操作をクランクシャフト中心水平線から１５°
からさらに３０°４５°６０°７５°と５回実施し、５
本の直交線（Ｂ）を引く。
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 「対称複写」を選択し、先の５本の直交線（Ｂ）を
選択、確定する。

 クランクシャフト中心水平線を「点１／対称軸」に
指定する。１０本の直交線（Ｂ）ができる。

 「対称複写」を選択し、先の５本の直交線（Ｂ）を
選択、確定する。

 クランクシャフト中心水平線を「点１／対称軸」に
指定する。１０本の直交線（Ｂ）ができる。

 先の直交線とクランクピン中心の軌跡円との交点
を交点(Ｃ)とする。

 ここで、クランクシャフト中心水平線とクランクピン
中心の軌跡円との交点も(Ｃ)とする。この結果,交
点(Ｃ)は１１個となる。

 先の直交線とクランクピン中心の軌跡円との交点
を交点(Ｃ)とする。

 ここで、クランクシャフト中心水平線とクランクピン
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 ”中心点指定円”を選択し、交点(Ｃ)を中心として、
ｌｃの長さを直径に持つ円(Ｄ)を１１個を描く。

 ”中心点指定円”を選択し、交点(Ｃ)を中心として、
ｌｃの長さを直径に持つ円(Ｄ)を１１個を描く。



 コンロッドの”平行回転複写”を選択する。
 コンロッド右肩の複写したい部分を選択する。
 「回転基準点」は小端部中心に設定する。
 「角度基準点」は大端部中心に設定する。
 「複写点」は小端部中心を第４番円（Ｄ）とコンロッ
ド長軸の交点に合わせる。。

 「回転位置／角度」は大端部中心を軌跡円（Ａ）と、
先の円(Ｄ)の中心の交点(Ｆ)に合わせる。

 ”Ｙ”を２回押す。
 これを１１回繰り返す。
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 左図は第4番円の例を示す。 左図は第4番円の例を示す。


